
ナイス福岡 会報 2011年12月

紅葉が落ち葉になるころ実の皮肉

は弾け落ち、白いロウ質に包まれ

た種子が目立つ様になる… 

餌の無くなる頃、雉鳩などが良く

啄んでいる。 

『ナンキンハゼ』 

平成２３年１２月４日 

福岡市早良区室見駅前 

大塚俊樹 

前回の呟きは、環境大臣賞受賞の件であったが、kuma は平成 21 年にも

日本教育研究連合会の全国大会で、生物教育学会から推薦を受け、会賞を受

賞していた。この研究連合会は、各教育学会や教育研究団体など 49 の団体

で造られており、文部科学省の外郭団体でもある。kuma は長年に渡り生物教

育研究を行っていたが、生物教育学会の福岡県支部長や九州支部長なども務

めていた。また、当時は学会の理事も務めており、福岡で全国大会も開催し

た。この様な活動が評価されたものと思われる。 

kuma は、高校の生物教員になった頃から、福岡高校の長田先生や修猷

館高校の尼川先生など、当時植物研究の指導者であった先生達から植物調査の

指導を受け、更に、植物生態学＝植物の生え方の指導を受けていた。この様な

ことから環境問題にも関心が高まり、福岡県を含めた九州地方の環境保護にも

取り組むようになったのである。現在は、福岡県や大野城市、大宰府市、筑紫

野市＝旧・筑紫郡の環境審議会などの委員も務めている。 

環境問題は、現在は日本国だけでは無く地球全体を含めて、大きな問題

となっている。今年は 12 月に入っても暖かい日が続いており、地球温暖化が

本格的に始まっている。その原因は、石炭や石油などを燃やした時に排気ガス

に含まれる二酸化炭素が大きな原因となっている。大気中の二酸化炭素が太陽

のエネルギーを吸収するために、大気の温度が上昇するためである。石炭や石

油は、車や船の燃料として使用されるが、これだけでは無く発電のためにも沢

山使用されている。電気を造る為の方法としては、ダムを造る（水力発電）、

原子力を利用する（原発）なども考えられるが、ダムを造るための場所や費用、

原子力発電所の問題点など、解決しなければならない問題も数多く含まれている。今回の

東北沖地震によって津波により壊された、原子力発電所から発生した「放射能」の被害な

どは大きな環境問題である。その結果日本国民には節電が呼びかけられているが、12 月以

降は本格的な冬の寒さとなる為に暖房が必要であるが、節電が呼びかけられている今、ど

のようにして寒さを防ぐかは大きな問題点でもある。皆さんは身体を温めるにはどのよう

な方法を採られるか。各人でよく考えて下さい。（kuma・冷川より提案です） 

yumi 

◆お知らせ◆ 都市公園で自然観察会７ 
 

☆日時：１２月 １８ 日 （日） 集合：１４時００分 ～ 解散 １６時００分 

☆開催場所   春日公園の旧公園管理センター〔自然かんさつ館〕                     

   春日公園の植物や昆虫や動物などをゆっくりと観察します。 

連絡先 ： 担当者名：田村 耕作 

TEL０９２－４００－１７６５〔ＦＡＸ兼用〕 

E メール kurabird-.tamura@nifty.com 

   

【写真】福岡市舞鶴公園で、久しぶりに見かけました。 

ハラン〔ユリ科〕の実です 
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自自然然感感  
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季節感 
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日本野鳥の会 福岡  主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

日本野鳥の会 筑後  主催    ※参加費：100 円（中学生以下無料）                 

         

 

 

 

 

 

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 久留米の自然を守る会 主催 

 

                                               

 

 

 

 

 

                                         

  

 

 

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                     

 

 

 

    

 

 

 

 

１／８（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

１／１４（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

１／３（火） 

県営春日公園（春日市） 

時 間：10:00～12:00 

集 合：旧公園管理センター前 

問合せ：090-7390-3561（小野仁） 

１２／２４（土）１／２８（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

１２／１８（日）１／１５（日） 

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

１２／１７（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：090-1346-0460（田辺スミ子）

１２／１７（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～13:00 

集 合：和白干潟を守る会事務所

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

 

交 通：ＪＲ渡瀬駅より徒 10 分 

問合せ：0944－58－1672 

（野田達行） 
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１／８（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

１／２２（日）第３９５回例会  

総会と講演会 

時 間：13：00 総会 

    14：30 講演会 

開 場：久留米市役所 3階会議室  

問合せ：0942-46-8622（古賀） 

１／７（土） 

自然観察会（植物･昆虫･野鳥など）

集 合：九州歴史資料館駐車場  

時 間：9:30～12:30  

問合せ：092－920-3072（松永） 

 

 

参加費：大人のみ 200 円（保険料込）

その後の予定は２月４日 

ブログは 三国丘陵 検索 ですぐ

にヒットします。 

１２／２５（日） 

濃施山公園（大牟田市） 

時 間：9:00～ 

場 所：濃施山公園すいせん端・ 



◆◆春日公園自然観察日記／第６回２０１１年１１月２０日（日）◆◆ 

 今日は参加者が私を含め５名でした。 

案内は小野事務局長で、樹木の表面温度、さて何度位か、という課題に挑戦しました。 

今日も自然かんさつ館から開始、いつものコースをゆっくりと散策しつつ、公園内にある樹木の幹の表面温度を計

ってみました。この時の気温は１０℃前後で、天気は晴れでした。結果の詳細は、後記の小野仁氏の報告参照。 

参加した皆さんの一言感想をまとめました。 

・ 樹木の表面温度、樹種により違いが有ることを発見。 

・ 測定するのが面白い。 

・ 表面の温度の違いは、なんで？ 

・ 常緑樹と落葉樹、表面温度の違い、有るのかなあ？ 

 

毎月歩いているのに、新たな発見に感動が有りました。 

やっぱり自然観察は 一期一会ですね。  報告 田村耕作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

                        ↑カエデの幹の表面温度 計測中↑ 

 

 

 

 

 

 

 

↑くすのきの幹の表面温度 計測中↑ 

 

◆春日公園で樹木の温度を測りました（小野 仁） 

 春日公園の「自然かんさつ館」に、赤外線温度計があります。これで何かできないかなぁと思い、事務所前のクス

ノキとケヤキの温度を測ってみました。すると、クスノキが 9.8～11.4℃であるのに対して、ケヤキが 13.1～14.7℃

と差があることに気付きました。 

 この差異が樹種によるものか、落葉と常緑の違いによるものなのかが気になり、周辺にあった数種の樹種の温度を

測ってみました。その結果、落葉樹の温度が若干高い傾向があったため、公園内の樹木を計測してみようということ

になりました。 

 その結果、常緑樹 19 種 64 本の平均が 11.79℃、落葉樹 17 種 42 本の平均が 12.15℃と若干ですが落葉樹の方が高温

であることが確認されました。なお、代表的な樹種で比較すると、常緑樹ではクスノキ 10.72℃、スダジイ 11.52℃、

ヤマモモ 11.81℃、落葉樹ではケヤキ 13.75℃、アメリカフウ 12.12℃、イチョウ 12.00℃でした。 

 この違いが何に起因するものかは不明ですが、面白い傾向だと思っています。この冬は、これで楽しめそうです。 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆投 稿☆ ～大牟田の中岡さんより２件の投稿です。～ 

☆１２月の夜空☆ 

北の夜空・２０時 ： 冬になって空気が乾燥して澄み渡り明るい星が少ない北の夜空でも一段と星達が輝いて見え

ます。そんな中にうっすらと星の流れが浮かび上がります、それが冬の天の川、とても繊細

で淡い輝きです。 

南の夜空・２３時 ： 明るい星の一等星がいっぱい。 

★ぎょしゃ座のカペラ ★ふたご座のポルクス ★こいぬ座のプロキオン 

★おおいぬ座のシリウス ★オリオン座のリゲル ★おうし座のアルデバラン 

⇒すべてを結べば冬のダイヤモンドになります。 

★オリオン座のベテルギウス ★こいぬ座のプロキオン ★おおいぬ座のシリウス 

⇒これらを結べば冬の大三角形になります。 

 

１２月１０日 皆既月食 ： 約３時間半の天体ショー。食の開始２１時４５分から食の終わり２５時１８分まで。 

見どころの皆既月食は２３時０５分～同５８分，最大時は同３２分。 

満月が完全に影の中に入りますから、地球の大気によって光りが屈折して赤色の光りが

隠れた月を照らし、幻想的な赤い満月になります。 

 

ふたご座流星群 ： 三大流星群の一つ。０８年には火球を含む流星が一時間に１００個以上観測されました。今年

は約２０～３０個の予想。出現期間／１２月５日～２０日，ピークは１４日夜～１５日未明。 

宵の頃に東の夜空から現れ、深夜２時頃に天頂付近に、明け方には西の地平線へ移動します。 

（以上、ウェザーニューズのお天気サイトから） 

 

☆野鳥情報☆ 

１１月０８日 柳川市でコクマルガラス 

１３日 久留米市高良内～高良山でオオタカ・アオジ 

２５日 みやま市瀬高町矢部川河川敷でタゲリ１３羽 

２８日 柳川市大和町でチュウヒ 

以上を確認しました。 

 

この季節、木々の冬芽が楽しめますね。お薦めですよ。田字草より。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挿し絵は、吉森有梨さんです。 
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旧暦の 

歳時記 

平成２３年初冬 

平成２３年（２０１１年）の、旧暦の冬は１０月２７日から２０１２年１月２２日まで。  

そのうち、１０月２７日から１１月２４日までが旧暦の神無月（１０月）で、 

「初冬」にあたります。   今月は、私のデジカメ日誌から、初冬に出会った 

「季節感」をいくつかご紹介します。 

写真と文：本のむし 

野生の鴨のうち、カルガモは渡りをしない。こ

の２羽が夫婦かどうかはわからない。他の鴨

と違って、この鴨は雄雌の区別がつけにくい。

ほとんど同じに見えてしまう。 

１０月２７日（旧１０月１日大野城市乙金 

毎年この季節、子供たちに食べてもらう焼き芋

の火床作りを楽しんでいる。 

１0 月２８日（旧１０月２日））前原市ほのぼの農園 

サザンカの野生種は日本固有種である。那珂

川町から坂本峠を越えた千石山一帯に、北限

自生地がある。花についているのはホソヒラタ

アブ。体調 1１ミリの飴細工のような虻である。 

１１月１９日（旧 1０月 2４日）筑紫野市天拝坂 

渡り途中のアサギマダラである。四国の室戸

や足摺に集団越冬地があるようなので、ここ 

鹿児島に集団越冬地があってもおかしくない

と思う。この個体はどこまで行くんだろう。台湾

まで行くのだろうか。 

１１月１２日（旧 1０月１７日）鹿児島市城山公園 

今回の季語は、 

「鴨「水鳥」「焚火」「榾木（ほたぎ）」「石蕗（つはぶ

き）」「枯茨」「冬蝶」「山茶花」でした。 

冬枯れに向かう季節にあって、この花の黄色

は鮮烈だ。良く観るとハシリグモがセセリチョ

ウを捕まえていた。 

１０月２８日（旧１０月２１日）前原市ほのぼの農園 
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ツクシイバラ（熊本県絶滅危惧Ⅱ類）の実であ

る。５月中旬から６月初旬には木上（きのえ）

の球磨川河川敷が薄いピンクでいっぱいになる

そうで、そのころにまた訪れてみたいと思う。 

１１月１０日(旧１０月１５日） 熊本県球磨郡錦
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《前回（１９６号）の解答》 

これは、クモ綱カニムシ目のカニムシの仲間でした。ザリガニのはさみのよ

うな「触肢」を前方に大きく突き出しながら前進し、トビムシなどの小動物を食

べます。 危険を感じると後ずさりも上手で、すばやく動きます。 

出題（写真）は「本のむし」でした。 

1１月の定例発送会は、山本弘子・大塚俊

樹・藤川渡・田村耕作が参加。山本勝・田中健二・鶴田

義明・辛島真由美が欠席の連絡有り。１２月に入って漸

く冬に入ったと実感しています。ベランダから見える西

油山の山々が色鮮やかになり、楽しませ 

てくれています。玄界島（11/29）では、 

ツワブキの花が色鮮やかでした。 

田字草 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

インターネット掲示板に会員の皆様の書き込みをお願いします。 

ナイス福岡のアドレスはこのページの一番下に表示しています。 

会費振込について  

それぞれの会員の皆様の会員期限をタックシール部分に明記してあります。各自ご確認の上、郵便局にて下記の

郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。なお、会計年度は 6 月から翌年 5 月末までです。 

年会費：2000 円 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会 01760-9-15783 

皆に知らせたいことはありませんか？  

皆さんが行っている観察会やイベントの案内、自然保護に関する情報やご意見、お薦めの本の紹介などをお寄せ

下さい。原稿は定例会の一週間前までに事務局にお送り頂くとその月の会報に載せることができます。 

皆さん情報をお待ちしています。 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、会報の発送作業を原則として毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでも参加できるのでお気軽にお立ち寄り下さい。皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、平成２４年１月１３日（金）午後６時より事務局で行います。１月号の原稿は、１／９（月）

までに届くようにお願いします。なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 
他団体の会報の紹介 

・日本野鳥の会筑後支部 会報まめわり 第 127 号 11．11．01／第 128 号 11．12．01 

・福岡植物友の会会報 平成２３年１２月号 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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←これは何だか分かりますか？ 

１１月中旬、筑紫野市天山の自然観察で、落ち葉の下から出ていた、いきも

のです。 

これは何だかわかりますか？（今回も M さんに教えていただいたものです） 

編集後記 


